
山
口
大
学
経
済
学
部
内
に
東
亜
経
済
研
究
所
が

あ
る
。
こ
れ
は
、
旧
制
山
口
高
等
商
業
学
校
（
以

下
、
山
口
高
商
と
略
）
時
代
か
ら
の
遺
産
で
あ
る

が
、
制
度
化
さ
れ
た
研
究
所
で
は
な
く
、
経
済
学

部
の
内
部
措
置
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
お
り
、
独

自
の
予
算
は
な
い
。
ま
た
、
専
任
研
究
員
も
な
く
、

す
べ
て
学
部
・
大
学
院
の
教
員
の
兼
任
で
あ
る
。

明
治
三
八
（
一
九
○
五
）
年
、
旧
・
旧
制
の
山

口
高
等
学
校
を
改
編
・
設
立
さ
れ
た
際
、
山
口
高

商
の
指
針
は
、

一
、
徒
に
深
遠
な
る
空
理
に
馳
せ
ず
、
実
際
に

重
き
を
置
く
、

一
、
卒
業
生
を
成
る
べ
く
満
・
韓
・
支
地
方
の

実
業
に
従
事
せ
し
む

と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
指
針
は
、
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
ば
か
り
で
な
く
、
収
書
構
成
に
も
現
れ

て
い
る
。
ま
ず
、
旧
帝
大
、
旧
制
高
校
に
比
べ
て
、

洋
書
が
極
め
て
少
な
い
。
か
わ
り
に
中
国
書
が
多

い
。
そ
れ
も
、
い
わ
ゆ
る
漢
籍
ば
か
り
で
な
く
、

当
時
の
「
時
文
」
す
な
わ
ち
、
清
末
・
民
初
の
雑

誌
な
ど
の
資
料
が
多
い
。

一
九
一
○
〜
三
○
年
代
に
は
、
没
落
し
た
旧
家

か
ら
流
出
し
た
の
で
あ
ろ
う
明
代
・
清
代
の
貴
重

本
が
買
い
入
れ
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
は
、
内
容
は
ポ

ピ
ュ
ラ
ー
だ
が
、
刊
本
が
貴
重
な
も
の
が
あ
る
。

『
康
煕
御
製
・
耕
織
図
誌
』（
佩
文
齋
）、『
後
漢

書
』（
明
・
汲
古
閣
）
な
ど
。
内
容
で
は
、
地
誌

類
か
ら
辺
境
の
も
の
や
、
ま
た
、
北
京
周
辺
地
域

の
も
の
に
、
珍
し
い
も
の
が
あ
る
。

民
国
初
期
の
時
代
は
、
様
々
な
政
治
勢
力
が
乱

立
し
た
時
代
で
あ
り
、
各
種
の
団
体
も
多
様
な
雑

誌
、
図
書
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
発
行
し
て
い
る
。

と
く
に
一
九
二
○
〜
三
○
年
代
は
、
世
界
的
に
農

村
の
疲
弊
が
問
題
と
な
っ
て
い
た
時
代
で
あ
り
、

中
国
農
村
問
題
関
係
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
類
が
集
め

ら
れ
て
お
り
、
そ
の
中
に
、
毛
沢
東
の
『
湖
南
農

民
運
動
考
察
報
告
』
も
含
ま
れ
て
い
る
。

一
九
三
○
年
代
に
は
、
上
海
・
商
務
印
書
館
な

ど
か
ら
刊
行
（
一
部
は
編
纂
も
）
さ
れ
た
中
国
古

典
類
書
、『
正
統
道
蔵
』、『
小
方
壷
齋
叢
書
』
な

ど
も
、
当
時
購
入
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
多
く
は
、

一
九
九
○
年
代
に
影
印
本
が
出
版
さ
れ
て
い
る
が
。

●
朝
鮮
関
係

「
満
韓
支
」
が
守
備
範
囲
だ
っ
た
た
め
、
朝
鮮

関
係
の
図
書
も
、
当
初
は
購
入
し
た
模
様
で
あ
る

が
、
大
正
以
降
、
ほ
と
ん
ど
な
い
。
こ
れ
は
、
政

治
的
に
は
一
九
一
○
年
の
日
韓
併
合
、
直
接
的
に

は
一
九
二
四
年
の
京
城
大
学
の
設
立
、
京
城
高
商

の
設
立
な
ど
に
よ
り
、
山
口
高
商
の
守
備
範
囲
で

は
な
く
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

ス
タ
ッ
フ
に
は
、
兼
任
講
師
な
が
ら
、
主
任
教
授

扱
い
で
あ
っ
た
稲
葉
岩
吉
（
君
山
）
氏
な
ど
、
朝

鮮
研
究
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
も
い
た
は
ず
な
の
に
。

朝
鮮
総
督
府
傘
下
の
各
機
関
・
団
体
の
刊
行
物

に
は
、
平
壌
税
関
（
支
所
）
の
報
告
書
、
利
川
の

農
村
金
融
組
合
の
報
告
書
、
木
浦
商
工
会
議
所
の

月
報
な
ど
が
、
一
九
四
○
年
代
ま
で
所
蔵
さ
れ
て

い
る
が
、
周
辺
の
同
様
な
機
関
・
団
体
の
も
の
は

所
蔵
さ
れ
て
い
な
い
。
系
統
的
、
網
羅
的
に
集
め

た
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ら
の
機
関
に
い
た
卒
業
生

が
送
っ
て
く
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

●
満
鉄
関
係

南
満
洲
鉄
道
や
、
そ
の
関
連
団
体
な
ど
の
刊
行

物
も
か
な
り
多
い
が
、
そ
の
中
で
、
満
鉄
調
査
部

の
編
纂
し
た
大
叢
書
も
重
要
で
は
あ
る
が
、
満
鉄

傘
下
の
小
営
業
所
な
ど
の
発
行
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
、
小
報
告
書
│
満
洲
農
村
の
農
家
生
活
、
各
種

作
物
の
栽
培
状
況
、
農
村
小
市
場
の
状
況
な
ど
に

つ
い
て
│
の
よ
う
な
も
の
が
、
現
在
で
は
、
資
料

的
価
値
は
高
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ら
は
、
網
羅
的

山
口
大
学
東
亜
経
済
研
究
所
所
蔵
資
料
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に
購
入
・
交
換
し
た
の
で
は
な
く
、
相
手
方
の
好

意
に
よ
っ
て
送
ら
れ
た
、
と
く
に
そ
れ
ら
の
機
関

に
い
た
卒
業
生
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
も
の
が
多
い
。

山
口
高
商
卒
業
生
の
三
田
了
一
氏
は
、
満
鉄
調

査
部
で
中
国
の
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
研
究
を
始
め
、

戦
後
は
「
ミ
イ
ラ
取
り
が
ミ
イ
ラ
に
な
っ
て
」、

ハ
ッ
ジ
（
巡
礼
者
）、
イ
マ
ー
ム
（
導
師
）と
な
り
、

『
日
亜
対
訳
・
注
解
・
聖
ク
ル
ア
ー
ン
』
の
翻
訳

・
注
解
者
と
な
っ
た
。
三
田
氏
は
、
満
鉄
調
査
部

時
代
、
自
身
の
執
筆
し
た
論
文
の
掲
載
さ
れ
た
刊

行
物
も
し
く
は
抜
き
刷
り
を
母
校
に
寄
贈
し
て
お

り
、
そ
の
点
数
は
多
い
。

満
洲
の
事
情
調
査
の
う
ち
、
大
連
、
撫
順
、
鞍

山
な
ど
が
多
い
の
は
当
然
と
し
て
、
東
洋
拓
殖
の

出
先
機
関
や
、
総
領
事
館
発
行
の
間
島
（
延
辺
自

治
州
）
に
関
す
る
も
の
も
あ
る
。
ま
た
、
興
安
局
、

興
安
総
省
（
内
蒙
古
自
治
区
東
部
）
の
下
部
機
関

が
弘
報
の
た
め
に
出
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
、
謄

写
版
印
刷
の
報
告
書
類
も
多
く
は
な
い
が
、
所
蔵

し
て
い
る
。

華
北
で
は
青
島
と
そ
の
周
辺
が
、
第
一
次
世
界

大
戦
中
と
直
後
、
日
本
が
占
領
し
た
が
、
そ
の
際

に
行
わ
れ
た
調
査
の
報
告
書
が
あ
る
。

●
東
南
ア
ジ
ア
関
係

満
韓
支
が
専
門
領
域
と
い
っ
て
も
、
研
究
を
独

占
で
き
る
は
ず
も
な
い
。
一
九
二
○
年
代
末
ま
で

に
は
、
官
立
（
国
立
）
の
、「
内
地
」
だ
け
で
、

二
商
科
大
学
、
一
一
高
商
が
、
似
た
よ
う
な
研
究

・
教
育
を
行
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、

日
本
の
進
出
の
た
め
に
、
当
時
関
心
を
集
め
て
い

る
地
域
へ
調
査
・
研
究
範
囲
を
拡
大
す
る
の
は
、

当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

と
く
に
南
洋
（
東
南
ア
ジ
ア
）
研
究
も
行
わ
れ

た
。
教
育
面
で
は
、
一
九
二
九
年
の
貿
易
別
科
設

置
ご
ろ
か
ら
積
極
的
と
な
る
。
貿
易
別
科
の
授
業

科
目
に
は
、
支
那
・
南
洋
経
済
事
情
、
支
那
・
南

洋
地
理
、
支
那
語
、
馬
来
語
な
ど
が
あ
る
。
一
九

三
九
年
か
ら
『
支
那
経
済
年
報
』
を
刊
行
し
て
い

た
が
、
四
一
年
に
は
『
東
亜
経
済
年
報
』
と
改
題
、

四
三
年
版
は
、『
南
方
共
栄
圏
号
』
と
し
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
れ
に
し
て
は
、
東
南
ア
ジ
ア
に
関
す

る
資
料
は
多
く
な
い
。
め
ぼ
し
い
の
は
、
植
民
地

宗
主
国
で
あ
る
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
オ
ラ

ン
ダ
、
ア
メ
リ
カ
な
ど
の
植
民
地
行
政
の
実
態
分

析
・
解
説
く
ら
い
の
も
の
で
あ
る
。

東
南
ア
ジ
ア
関
係
資
料
が
本
格
的
に
購
入
さ
れ

る
の
は
、
一
九
七
○
年
代
に
入
っ
て
、
専
任
教
員

が
配
置
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
と
言
え
る
。

●
戦
前
の
目
録

第
二
次
大
戦
ま
で
に
集
め
た
資
料
は
、『
紀
元

二
千
六
百
年
記
念
・
山
口
高
等
商
業
学
校
・
東
亜

関
係
図
書
目
録
』
に
収
録
さ
れ
た
。「
和
漢
書
分

類
之
部
」、「
和
漢
書
（
著
者
名
・
書
名
）
索
引
之

部
」
の
二
冊
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
一
九
四
一
年
一

○
月
ま
で
に
登
録
さ
れ
た
資
料
で
あ
る
。
以
降
、

一
九
四
五
年
ま
で
は
、
め
ぼ
し
い
も
の
は
な
い
。

当
時
、
す
で
に
「
大
日
本
帝
国
の
領
土
」
で
あ
っ

た
朝
鮮
、
台
湾
は
省
か
れ
て
お
り
、
洋
書
の
目
録

も
な
い
。
一
九
四
五
年
敗
戦
直
後
、
そ
れ
ま
で
国

策
に
忠
実
で
あ
っ
た
だ
け
に
、
責
任
追
及
に
お
び

え
た
た
め
か
、
東
亜
経
済
研
究
所
を
閉
鎖
し
た
。

学
校
幹
部
の
中
に
は
、
資
料
を
焼
却
し
よ
う
と
す

る
動
き
も
あ
っ
た
と
い
う
が
、
そ
れ
は
ご
く
一
部

に
止
ま
っ
た
。
ま
も
な
く
、
占
領
軍
に
よ
っ
て
、

資
料
を
大
量
に
接
収
さ
れ
た
。
そ
の
大
部
分
は
、

後
日
返
還
さ
れ
た
が
、
返
還
さ
れ
な
か
っ
た
も
の

が
あ
る
。
図
書
は
学
校
の
備
品
で
あ
り
、
翌
々
年
、

備
品
の
紛
失
・
除
籍
の
手
続
き
が
取
ら
れ
た
が
、

そ
の
除
籍
図
書
の
大
部
分
は
、
こ
の
際
に
接
収
さ

れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
図
書
は
、
結
局
、
ア

メ
リ
カ
議
会
図
書
館
に
入
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

東
亜
経
済
研
究
所
は
、
一
九
五
○
年
代
半
ば
に

再
開
さ
れ
た
が
、
中
国
の
大
変
革
期
に
閉
鎖
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
再
開
後
の
関
係
者

の
努
力
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
時
期
の
欠
落
が

大
き
い
こ
と
で
分
か
る
。

一
九
七
○
年
代
初
め
、
明
治
以
来
の
校
舎
を
現

在
地
へ
他
学
部
と
統
合
移
転
す
る
こ
と
と
、
学
部

創
立
七
○
周
年
と
を
記
念
し
て
、
卒
業
生
な
ど
、

関
係
各
方
面
か
ら
寄
付
を
募
り
、
そ
の
一
部
が
、

東
亜
経
済
研
究
所
の
資
料
費
に
充
て
ら
れ
た
。
し

か
し
、
肝
腎
の
中
華
人
民
共
和
国
は
、
当
時
、
文

化
大
革
命
期
で
、
出
版
物
が
少
な
か
っ
た
。
そ
こ

で
そ
の
資
金
は
、
当
時
、
ア
メ
リ
カ
の
各
機
関
が
、

ア
ジ
ア
関
係
蔵
書
目
録
を
（
図
書
カ
ー
ド
を
並
べ

て
、
そ
の
ま
ま
版
に
と
っ
た
）
競
っ
て
発
行
し
て

い
た
も
の
を
購
入
し
た
。
ア
メ
リ
カ
議
会
図
書
館
、

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校
、
シ
カ
ゴ

大
学
、
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ト
大
学
、
ミ
シ
ガ
ン
大
学
、

ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
な
ど
で
あ
る
。

清
末
、
民
初
の
政
府
官
報
な
ど
を
、
東
亜
経
済
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研
究
所
は
購
読
し
て
い
た
が
、
政
権
交
替
に
よ
る

発
行
の
混
乱
に
対
応
し
き
れ
ず
、
欠
番
が
多
か
っ

た
。
一
九
七
○
年
代
に
は
、
そ
れ
ら
の
影
印
版
が
、

台
湾
、
香
港
で
出
版
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
影
印
版

に
よ
る
、
欠
番
補
充
も
こ
の
資
金
に
よ
る
（
現
在

で
は
、
大
陸
で
こ
れ
ら
の
影
印
版
が
続
々
と
出
版

さ
れ
て
い
る
が
）。

東
亜
経
済
研
究
所
の
特
色
で
あ
る
、
戦
前
の
資

料
に
対
す
る
学
外
か
ら
の
問
合
わ
せ
は
、『
紀
元

二
千
六
百
年
記
念
目
録
』
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、

上
記
の
事
情
で
、
目
録
に
掲
載
さ
れ
て
い
な
が
ら
、

実
物
が
な
い
も
の
も
多
く
、
も
ち
ろ
ん
新
規
の
資

料
も
多
く
な
っ
た
の
で
、
目
録
を
作
り
直
す
必
要

が
で
て
き
た
。

●
一
九
八
一
年
目
録

一
九
八
一
年
三
月
現
在
の
蔵
書
を
『
山
口
大
学

経
済
学
部
東
亜
経
済
研
究
所
・
東
亜
関
係
蔵
書
目

録
』（
全
五
冊
）
と
し
て
編
纂
し
た
。

『
和
漢
書
分
類
目
録
』（
一
九
八
八
年
刊
行
）

『
和
漢
書
著
者
名
索
引
』（
一
九
八
九
年
刊
行
）

『
和
漢
書
書
名
索
引
』（
一
九
八
九
年
刊
行
）

『
中
国
語
図
書
（
著
者
名
、
書
名
）拼
音
索
引
』

（
二
○
○
二
年
刊
行
）

『
洋
書
分
類
目
録
・（
著
者
名
、
書
名
）
索
引
』

（
一
九
八
九
年
刊
行
）

欠
点
の
多
い
目
録
な
が
ら
、
こ
れ
で
一
応
は
、

蔵
書
の
内
容
が
、
内
部
ば
か
り
で
な
く
、
学
外
者

に
も
把
握
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
思
う
。

●
大
林
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

こ
の
『
目
録
』
編
纂
中
の
一
九
八
○
年
代
か
ら

中
華
人
民
共
和
国
で
は
、
出
版
活
動
が
爆
発
的
に

盛
ん
と
な
り
、
多
く
の
貴
重
な
資
料
が
刊
行
さ
れ

て
い
る
。
山
口
大
学
も
購
入
し
て
い
る
が
、
そ
れ

は
、
他
の
機
関
・
個
人
と
と
く
に
変
わ
っ
た
も
の

で
は
な
い
。『
目
録
』
以
降
の
特
別
な
収
書
は
、

大
林
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
元
教
員

・
大
林
洋
五
が
、
そ
の
蔵
書
を
順
次
寄
贈
し
て
い

る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
特
色
は
、

『
目
録
』
に
あ
る
、
そ
れ
ま
で
の
蔵
書
と
の
重
複

が
少
な
く
、
補
完
性
が
大
き
い
こ
と
で
あ
る
。

一
九
五
○
年
代
の
中
国
の
、
ま
た
日
本
の
中
国

研
究
グ
ル
ー
プ
の
、
日
中
団
体
の
発
行
物
が
、
比

較
的
に
多
い
。
ま
た
、
中
国
辺
境
・
少
数
民
族
地

区
と
周
辺
国
家
に
関
す
る
資
料
に
特
色
が
あ
る
。

地
図
、
時
刻
表
、
便
覧
な
ど
実
用
品
も
ふ
く
む
。

●
商
品
館

ま
た
、
山
口
大
学
経
済
学
部
に
は
、「
商
品
館
」

と
呼
ば
れ
る
実
物
資
料
の
収
集
が
あ
る
。
主
と
し

て
、
明
治
末
期
か
ら
大
正
・
昭
和
初
期
に
か
け
て

の
輸
出
商
品
の
見
本
で
あ
る
。
陶
磁
器
、
漆
器
な

ど
で
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
の
物
に
当
時
の
販
売
価
格

が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
ほ
と
ん
ど
は
、
関
係
者
の

寄
贈
に
よ
る
。
中
に
は
、
当
時
の
最
先
端
技
術

（
試
作
品
）
│
セ
ル
ロ
イ
ド
、
ベ
ー
ク
ラ
イ
ト
、

タ
イ
ル
、
洋
銀
の
洋
食
器
な
ど
│
も
見
本
と
し
て

納
め
ら
れ
て
い
る
。

『
山
口
大
学
経
済
学
部
商
品
資
料
目
録
』（
一

九
八
二
年
）

『
山
口
大
学
経
済
学
部
商
品
資
料
目
録
（
追

録
）』（
一
九
八
八
年
）

●
資
料
の
利
用
に
つ
い
て

（
以
下
、
研
究
所
事
務
室
・
金
重
幾
久
美
係
長

に
よ
る
）
本
稿
で
紹
介
し
た
資
料
は
、
貸
出
は
で

き
な
い
が
、
閲
覧
と
複
写
は
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

来
館
さ
れ
る
場
合
、
原
則
と
し
て
書
庫
内
に
は

入
れ
な
い
の
で
、
ウ
ェ
ブ
に
よ
る
検
索
ま
た
は
冊

子
目
録
で
検
索
の
上
、
所
定
の
用
紙
に
記
入
し
て

申
し
込
む
。
メ
ー
ル
等
で
も
受
付
け
て
お
り
、
事

前
に
ご
連
絡
い
た
だ
い
て
お
く
と
、
効
率
的
に
閲

覧
で
き
る
。
な
お
、
資
料
の
状
態
に
も
よ
る
が
、

戦
前
期
文
献
の
多
く
が
劣
化
し
て
い
る
た
め
、
で

き
る
限
り
デ
ジ
カ
メ
撮
影
を
お
願
い
し
て
い
る
。

　

来
館
で
き
な
い
場
合
は
、
山
口
大
学
図
書
館
に

申
し
込
み
、
有
料
の
複
写
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
。
ま
た
、
大
林
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
つ

い
て
は
、
大
学
図
書
館
間
の
相
互
貸
借
を
受
付
け

て
い
る
。

研
究
所
の
利
用
時
間
は
、
月
〜
金
（
祝
日
・
年

末
年
始
を
除
く
）
の
八
時
三
○
分
〜
一
七
時
ま
で

で
あ
る
。

電
話
・
○
八
三
│
九
三
三
│
五
五
○
七

フ
ァ
ッ
ク
ス
・
○
八
三
│
九
三
三
│
五
五
一
○

　

メ
ー
ル
・ktoken@

yam
aguchi-u.ac/jp

郵
便
番
号
七
五
三
│
八
五
一
四

山
口
市
吉
田
一
六
七
七
│
一

山
口
大
学
経
済
学
部
東
亜
経
済
研
究
所

（ 

お
お
ば
や
し　

よ
う
ご
／
元
山
口
大
学
経
済

学
部
教
員
、
現
非
常
勤
講
師
）
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